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令和７年７月１日部長会議 会議録（要旨） 

 

◇日  時  令和７年７月１日（火） 午前９時00分から午前９時25分まで 

◇場  所  市役所第一庁舎５階 庁議室 

◇出 席 者   市長、西澤副市長、松山副市長、教育長、上下水道事業管理者、総務部長、企画政策部長、財政部

長、地域・市民生活部長、保健福祉部長、保健所長、こども未来部長、環境部長、経済産業振興部

長、観光文化部長、スポーツ部長、農林部長、建設部長、都市整備部長、会計局長、教育次長（行

政及び教育）、上下水道局長、消防局長、議会事務局長、危機管理防災監、政策調整監及び関係課

職員 

 

◇会議内容 

＜市長あいさつ＞ 

・６月市議会定例会については、提出議案を全て可決いただき終了した。 

・部局長をはじめ、職員の皆さんは、一般質問や委員会への対応など、大変お疲れ様でした。 

・決定いただいた補正予算については、それぞれの部局において、速やかに進めてもらいたい。 

・本年度になって、複数の事務処理ミスが発生している。 

・１つ１つは申し上げないが、市行政の信頼が失われかねない。 

・どうしてミスが起きるのか。仕事の量が多いのか、職員の疲労感から来るものなのか、部局長においては、全体

のマネジメントをお願いする。 

・令和８年度当初予算編成に向けて、施策(しさく)提案ヒアリング調書の作成を進めてもらっている。 

・ヒアリングに当たっては、事前に政策調整局と十分に議論を深め、調整をお願いする。 

・梅雨が明け、今後、台風シーズンとなるため、広範囲にわたる局地的で短時間の集中豪雨による市民生活への被

害が懸念される。 

・各部局においては、災害に備えるとともに、市民に向けて防災対策の呼びかけをお願いする。 

 

 

１ その他 

（１）地方自治法施行令の改正に伴う、入札・契約制度の見直しについて（財政部） 

 標記事項について、財政部長から説明した。（資料１参照） 

○質疑なし 

 

 

（２）中央通り歩行者優先道路化事業について（都市整備部） 

 標記事項について、都市整備部長から説明した。 

○質疑 

［上下水道事業管理者］新田町から北側の道路等については前々回の善光寺御開帳と北陸新幹線金沢延伸に合わせ

て、表参道というイメージで作って10年経つ。社会実験をスタートすることは大いに期待している。 

まず、憩いの空間などを作るには地元の商店街の皆さんにご協力いただく必要があるが、予算的な措置も含め

て、イベントやにぎわいづくりは実行委員会かと思うがどう考えているのか。 

もう1つ、新田町から南側についてはアルピコ交通と長電バスで交通量は北側の倍程度ある。一方通行、ある

いは、歩行者天国にして回すという手はあるかもしれない。説明では公共交通を通すイメージであるのでバス会

社の協力がないとできないし、交通安全上も難しい面もある。今後、どのような調整をして交通規制していくの
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か。 

［都市整備部長］これからどのようなフィールドを用意して、どのようなイベントをやるのかについて各商店街の

皆さんと話し合いをする中で、今回の社会実験と合わせ、予算がどの程度かかるのかも見ながら、関係部局と一

緒に、まず、既決予算の中からできる範囲がどこまでなのか、そして、足りない場合は、検討中ではあるが、中

心市街地活性化基本計画の認定を受けることができれば、御開帳のときソフト事業も補助金の対象となるので、

そちらの方も同時に進めている。 

バスについては、現在、交通２者と協議を開始している。一方の事業者からは、イベント時には大通りに回し

てもいいとか、一方通行も可能ではないかというような、可能性についてお話をいただいている状況である。こ

れからどのように車線を使っていくかということも含めて、協議をしていく段階である。 

［政策調整監］「歩行者にとって居心地の良い」とあるが、具体的にはどのようなことをイメージしているのか。ま

た、賑やかしの関係ではイベントの話が中心となっていると思うが、特に、平日の日常をどうウォーカブルなま

ちづくりの中で示していくのかが大事なことであると思っている。休日、イベント時は普通にお客さんが来てい

るという状況以外の、通常・日常の中でのハード整備後の状況はどう考えているのか。 

［都市計画課］まず、歩行者にとって居心地が良いということだが、道路が広くて歩きやすい、休憩場所がある、

また、通りを歩いてみて善光寺に向かっていくような、イメージ的に歩いて楽しいなと思うようなことが、居心

地が良いと感じると考えている。 

また、平常時でも観光客、外国人の方も多く歩いている。特に善光寺は朝に通行量が多い。そういうすがすが

しいところを歩いていただくということで、イベント時に合わせた道路の作り方をするというよりも、３つのシ

ーンどれにでも対応できるように、普段も歩いていて居心地がいいという、そういう道路を整備したい。 

［西澤副市長］商工会議所との意見交換の中で、善光寺御開帳もあるのでもんぜんぷら座から長野駅までの間、観

光客が少し日陰で休憩できるような空間、もんぜんぷら座から善光寺までのようなイメージで早くお願いした

いと言っていたので、商工会議所や長野市商工会の人たちと相談しながら進めたらどうか。 

［都市整備部長］そういった商工会等の関係の皆さんともしっかり連携していきたい。 

 

 

 

以上 


